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ファイバーシティー

ダークファイバー

ダーク（暗い）ファイバーというのは、光ファイバーの意

味だ。ダークといっても腹黒い意味ではない。光ファイ

バーを通信に使うときには光源を用いる。つまり通信回

線として使うファイバーは明るい。それに対して光ファイ

バーそのものを提供する場合を、ダークファイバーという。

最近のインターネットの世界では、あらかじめ敷設さ

れたダークファイバーを借りて利用する形態が注目され

ている。しかし、日本ではあまり例を見ない。欧州では

普及し始めているというのだが、さて実態はどのような

ものだろう。

ストックホルムのビルの地下

スウェーデンの首都ストックホルムの街は美しい。落

ち着いた感じがする。ちょっと寂しいという人もいる。秋

になった途端に気温が下がり、高緯度のために夜が長

くなる。その街並みの一角にある雑居ビルの地下室を

見せてもらった。

その雑居ビルは古い建物のようだ。地下には電話回

線の配線と電源ケーブルなどがある。その横に新しい穴

が開いている。穴に通っているのが光ファイバーである。

このビルはStokab のオフィスから数軒隣にある。

このStokabという会社が光ファイバーを敷設してい

る。会社はストックホルム市とストックホルム郡が共同で

設立したという。資料にはダークファイバープロバイダー

と書いてある。誰がダークファイバーを借りるのかと質

問すると、まず通信会社だという。欧州のほとんどの通

信会社がストックホルムに進出しているためだ。ほかに

は銀行や保険会社からの引き合いもあるという。もちろ

ん市役所の仕事にも使う。

ミラノの街角

一気に南下してイタリアのミラノに向かう。こちらは南

欧の風景である。気温も高い。少し汗をかきながら街

路を歩く。歩道に網状の鉄蓋があって、道路の下を覗

ける場所がある。ちょうど1本の緑色のケーブルが見え

る。「あれが光ファイバーですよ」。
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ミラノ市のファイバーはMetrowebという会社が敷設

している。この会社もダークファイバープロバイダーと書

いてある。同社のウェブサイト に紹介されている

ファイバーの敷設地図を見ると、ミラノの全域がカバーさ

れている。これは想像以上に大規模だ。

MetrowebとFastweb という会社が共同歩

調で事業を展開している。このグループでは家庭用に、

電話・インターネット・VOD（ビデオオンデマンド）を複合

したサービスを月額50ユーロ（約5,000円）で提供する

という。そのサービスの例をインターネットカフェで参観

した後、実際に建物の上の階にある個人住宅にケー

ブルを引き込む工事を見せてもらった。この会社にもミ

ラノ市の電力公社が出資している。ただしストックホル

ムよりは民間指向のようだ。

ファイバーが先か、議論が先か

日本でも光ファイバーは相当に敷設が進んでいるとい

う。ただし上の2都市のようにダークファイバーを提供す

る仕組みは、まだほんの序の口で、ほとんど利用され

ていない。

日本では新規のサービスを始める前に、多くの議論

を重ねる必要がある。皆が納得してからスタートするか

らだ。ダークファイバーを提供しても、誰も使わないので

はないか？ そういう疑問に最初に答えなければならな

い。議論の材料として、欧州の2つの都市の例は、大

いに参考になる。

もちろん、ストックホルムでもミラノでも十分に議論を

交わしてスタートしたはずだ。それに市役所が関係して

いるからといって、事業の成功が約束されたわけでは

ない。ダークファイバープロバイダーの今後は、利用者の

動向に依存している。それを承知で、先に進む国、あ

るいは地域がある。
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ごとう・しげき：早稲田大学 理工学部 情報学科教授。
APNG議長、APAN副議長などアジア太平洋のインター
ネット界で活躍している。
goto@goto.info.waseda.ac.jp後藤滋樹c o l u m n s
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